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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御手段と、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されても特定の撮影設定を維持し、前記機能の
実行の前に前記操作手段が操作された場合は前記特定の撮影設定を変更するように制御す
る制御手段とを有し、
　前記特定の撮影設定は、ホワイトバランス調整、マニュアルＷＢ用の白取り込み、シャ
ッタースピード、絞り値、露出補正、ＡＥロック、測光方式、ＩＳＯ感度、フォーカス調
整範囲、フォーカスロック、ＡＦ方式のうち少なくとも１つであることを特徴とする撮像
制御装置。
【請求項２】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御手段と、
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　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されてもシャッタースピードの設定を維持し、
前記機能の実行の前に前記操作手段が操作された場合はシャッタースピードの設定を変更
するように制御する制御手段と
を有することを特徴とする撮像制御装置。
【請求項３】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御手段と、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されても絞り値の設定を維持し、前記機能の実
行の前に前記操作手段が操作された場合は絞り値の設定を変更するように制御する制御手
段と
を有することを特徴とする撮像制御装置。
【請求項４】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御手段と、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されても露出補正の設定を維持し、前記機能の
実行の前に前記操作手段が操作された場合は露出補正の設定を変更するように制御する制
御手段と
を有することを特徴とする撮像制御装置。
【請求項５】
　前記機能の開始前のズーム位置を第１の位置として記録手段に記録する記録制御手段を
更に有し、前記ズーム制御手段は、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前
記第２の位置から前記記録手段に記憶された前記第１の位置へズーム位置を移動するよう
に制御することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項６】
　前記第２の位置は、前記第１の位置よりも広角側であることを特徴とする請求項１乃至
５のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項７】
　ズーム位置が前記第２の位置である場合のスルー画像表示において、ズーム位置を前記
第１の位置とした場合の撮影範囲を示す表示を行う表示制御手段をさらに有することを特
徴とする請求項６に記載の撮像制御装置。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、ズーム位置が前記第１の位置である場合のスルー画像表示に重畳
して、特定の撮影情報を表示するように制御し、ズーム位置が前記第２の位置である場合
のスルー画像表示においては前記特定の撮影情報を表示しないように制御することを特徴
とする請求項７に記載の撮像制御装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、動画の撮影中である場合は、ズーム位置が前記第２の位置であっ
ても前記撮影範囲を示す表示を行わないことを特徴とする請求項７または８に記載の撮像
制御装置。
【請求項１０】
　前記ズーム制御手段は、前記指示手段から前記機能の開始の指示が行われたことに応じ
てズーム位置を前記第２の位置に移動した後、該機能の終了の指示が行われるまでは、ズ
ーム位置を前記第２の位置に保持するように制御することを特徴とする請求項１乃至９の
いずれか１項に記載の撮像制御装置。
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【請求項１１】
　ズーム位置を任意に変更する指示を行うための、前記指示手段とは異なるズーム操作部
材をさらに有することを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の撮像制御装
置。
【請求項１２】
　前記ズーム制御手段は、ズーム位置が前記第２の位置である際に、シャッター操作部材
により撮影準備指示が行われると、前記指示手段によって前記機能の終了が指示されても
前記第１の位置にズーム位置を移動させないことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれ
か１項に記載の撮像制御装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、ズーム位置の変更による光学特性の変化に影響を受けない撮影設定に
ついては、ズーム位置が前記第２の位置となっている場合にも、ユーザからの操作に応じ
て設定を変更するように制御することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記
載の撮像制御装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、撮影設定のうち、連写と単写の切り替え、圧縮率、画像サイズ、セル
フタイマーのＯＮ／ＯＦＦ、セルフタイマーの秒数と枚数、撮影される画像に対する日付
映しこみのＯＮ／ＯＦＦ，目つぶり検出と警告のＯＮ／ＯＦＦのうち少なくとも１つの設
定ついては、ズーム位置が前記第２の位置となっている場合にも、ユーザからの操作に応
じて設定を変更するように制御することを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に
記載に記載の撮像制御装置。
【請求項１５】
　ズーム位置が前記第２の位置となっている場合に、露出設定を、前記指示手段による前
記機能の開始の指示の前の露出値、現在撮像されている画像全体に合わせた露出値、現在
撮像されている画像全体のうち、ズーム位置を第１の位置とした場合の撮影範囲に合わせ
た露出値のうち少なくとも１つに露出を切り替える切り替え手段をさらに有することを特
徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項１６】
　前記制御手段は、前記ズーム制御手段の制御によって、ズーム位置が前記第２の位置と
なっている場合にシャッター操作部材が操作され撮影指示が行われると、ズーム位置を前
記第２の位置から移動することなく撮像を行い、撮像された画像を記録するように制御す
ることを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項１７】
　少なくとも複数の撮影モードを含む複数の動作モードのうちいずれかに切り替える操作
を受け付けるモード切替手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記ズーム制御手段の制御によって、ズーム位置が前記第２の位置と
なっている場合に前記モード切替手段に対する操作が行われたことに応じて、他の撮影モ
ードに切り替えるように制御することを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１項に記
載の撮像制御装置。
【請求項１８】
　再生モードに切り替える操作を受け付ける再生切替手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記ズーム制御手段の制御によって、ズーム位置が前記第２の位置と
なっている場合に前記再生切替手段に対する操作が行われたことに応じて、再生モードに
切り替えるように制御することを特徴とする請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の撮
像制御装置。
【請求項１９】
　前記撮像制御装置の電源のオンとオフを切り替える電源操作手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記ズーム制御手段の制御によって、ズーム位置が前記第２の位置と
なっている場合に前記電源操作手段に対する操作が行われたことに応じて、電源をオフと
するように制御することを特徴とする請求項１乃至１８のいずれか１項に記載の撮像制御
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装置。
【請求項２０】
　ファインダ外に設けられた第１の表示手段と、
　ファインダ内に設けられた第２の表示手段とを更に有し、
　前記制御手段は、前記ズーム制御手段の制御によって、ズーム位置が前記第２の位置と
なっている場合に表示先を切り替える操作が行われたことに応じて、前記第１の表示手段
と第２の表示手段とのうち何れに表示するかを切り替えるように制御することを特徴とす
る請求項１乃至１９のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項２１】
　前記第１の表示手段は、本体部に対して移動可能に取りつけられたバリアングルモニタ
部に備えられた表示手段であり、前記表示先を切り替える操作は、前記バリアングルモニ
タ部を移動させる操作であることを特徴とする請求項２０に記載の撮像制御装置。
【請求項２２】
　前記制御手段は、前記ズーム制御手段の制御によって、ズーム位置が前記第２の位置と
なっている場合には、シャッタースピード、絞り値、露出補正の何れの設定の変更を指示
する操作が行われても、該操作に応じた変更を行わないように制御することを特徴とする
請求項１乃至２１のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項２３】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と
を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御ステップと、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されても特定の撮影設定を維持し、前記機能の
実行の前に前記操作手段が操作された場合は前記特定の撮影設定を変更するように制御す
る制御ステップとを有し、
　前記特定の撮影設定は、ホワイトバランス調整、マニュアルＷＢ用の白取り込み、シャ
ッタースピード、絞り値、露出補正、ＡＥロック、測光方式、ＩＳＯ感度、フォーカス調
整範囲、フォーカスロック、ＡＦ方式のうちの少なくとも１つであることを特徴とする撮
像制御装置の制御方法。
【請求項２４】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御ステップと、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されてもシャッタースピードの設定を維持し、
前記機能の実行の前に前記操作手段が操作された場合はシャッタースピードの設定を変更
する制御ステップとを有することを特徴とする撮像制御装置の制御方法。
【請求項２５】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御ステップと、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されても絞り値の設定を維持し、前記機能の実
行の前に前記操作手段が操作された場合は絞り値の設定を変更する制御ステップとを有す
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ることを特徴とする撮像制御装置の制御方法。
【請求項２６】
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御ステップと、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されても露出補正の設定を維持し、前記機能の
実行の前に前記操作手段が操作された場合は露出補正の設定を変更する制御ステップとを
有することを特徴とする撮像制御装置の制御方法。
【請求項２７】
　コンピュータを、請求項１乃至２２のいずれか１項に記載された撮像制御装置の各手段
として機能させるプログラム。
【請求項２８】
　コンピュータを、請求項１乃至２２のいずれか１項に記載された撮像制御装置の各手段
として機能させるプログラムを格納した記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ズームした際の撮影範囲に撮影したい被写体を収めやすくする機能を備えた
撮像制御装置および撮像方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ等の撮像装置の高倍率化が進んでいる。高倍率のズーム機能を備
える撮像装置では、超望遠状態での画角合わせの際、被写体の僅かな移動でフレームアウ
トが起こり得る。またカメラを構えた撮影者が行う一寸したパンニング操作であっても画
角の範囲が大きく変化してしまう。このように超望遠状態では、動体である被写体を所望
の画角にフレーミングすることが困難である。これに対し、動きのある遠距離の被写体を
容易に追跡可能とした撮像装置として特許文献１が提案されている。特許文献１には、ズ
ームレンズを広角側にした撮影待機状態でスルー画像表示を行い、スルー画像上に、所定
倍率でズームインした際に撮影範囲となる部分を枠表示することが開示されている。この
状態でシャッターボタンが半押しされると所定倍率でズームレンズをズームインするよう
に駆動し、さらにその状態でシャッターボタンを全押しすればズームインした状態で本撮
影が行える。シャッターボタンを離せば元の広角側のズーム位置にズームアウトするよう
にズームレンズを駆動する。このようにすることで、遠くにいる動きのある被写体を、ズ
ームインした際の撮影範囲に収めやすくしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－０１９８５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の方法では、ズーム位置を実際に撮影する画角よりも広角側にしてスルー画
像表示を行っている。そのため、広角側でのスルー画像で効果を確認しながら撮影設定を
変更すると、本撮影の際にはスルー画像を表示していた際よりもズームインして撮影を行
うため、スルー画像で確認した効果を得られない場合がある。例えば、広角側のスルー画
像を元に露出を調整すると、本撮影する際にはズームインした分だけ取得できる光量が減
少し、本撮影された画像がスルー画像で確認したよりも暗くなってしまうということが起
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こり得る。さらに、広角側のスルー画像の全体に対して好適な露出に調整したとしても、
本撮影する際にズームインした撮影範囲に対して同じ露出とすると明るすぎたり、暗すぎ
たりする場合もある。また、広角側でのスルー画像表示でフォーカスを調整して固定した
としても、本撮影する際には、ズームインした分ズームレンズとフォーカスレンズとの調
整がずれてしまい、本撮影ではボケた画像が撮影されてしまうといったことが起こり得る
。他の設定項目に関しても同様に、本撮影されるズーム位置と異なるズーム位置の際に撮
影に係る設定を調整し、その設定でズーム位置を変えて本撮影を行ってしまうと、ユーザ
が意図した画像が得られないといったことが起こり得る。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑み、ズーム位置を実際に撮影する画角と異なる位置とする場合
に、撮影設定の変更によってユーザが意図しない画像が撮影されてしまうことを防ぐこと
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の撮像制御装置は、
　撮影設定の変更を指示する操作手段と、
　一時的にズーム位置を変更する機能の開始または終了を指示する指示手段と、
　前記指示手段による前記機能の開始の指示に応じて、第１の位置から第２の位置にズー
ム位置を移動し、前記指示手段による前記機能の終了の指示に応じて前記第２の位置から
前記第１の位置へズーム位置を移動するように制御するズーム制御手段と、
　前記機能の実行中に前記操作手段が操作されても特定の撮影設定を維持し、前記機能の
実行の前に前記操作手段が操作された場合は前記特定の撮影設定を変更するように制御す
る制御手段とを有し、
　前記特定の撮影設定は、ホワイトバランス調整、マニュアルＷＢ用の白取り込み、シャ
ッタースピード、絞り値、露出補正、ＡＥロック、測光方式、ＩＳＯ感度、フォーカス調
整範囲、フォーカスロック、ＡＦ方式のうち少なくとも１つであることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に拠れば、ズーム位置を実際に撮影する画角と異なる位置とする場合に、撮影設
定の変更によってユーザが意図しない画像が撮影されてしまうことを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施例としてのデジタルカメラの背面外観図である。
【図２】本発明の一実施例としてのデジタルカメラの構成ブロック図である。
【図３】本発明の撮影モード処理のフローチャートである。
【図４】撮影待機中の撮影設定変更の際の画面表示例である。
【図５】本発明のフレーミングアシスト（ＦＡ）処理のフローチャートである。
【図６】本発明のフレーミングアシスト（ＦＡ）処理における画面表示例である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１０】
　本実施の形態の撮像装置は、ズームレバーとは別にフレーミングアシストボタン（ＦＡ
ボタン）を有し、ＦＡボタンを押すことで現在のズーム位置を記憶すると共に、現在のズ
ーム倍率をもとに求められたワイド画角位置にズームを駆動する。そして、フレーミング
ボタンを離すことで記憶したズーム位置に復帰させる。以後、この機能をフレーミングア
シスト機能（ＦＡ機能）として記載する。本実施の形態では、このＦＡ機能の実行中は撮
像装置での撮影設定の変更を受けつけないように制御する例を説明する。
【００１１】
　＜デジタルカメラのハードウェア構成＞



(7) JP 6141489 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

　図１に本発明の撮像装置の一例としてのデジタルカメラの背面外観図を示す。表示部２
８は画像や各種情報を表示する表示部である。シャッター操作部材であるシャッターボタ
ン６１は撮影指示を行うための操作部である。モードダイヤル６０は各種モードを切り替
えるための操作部である。コネクタ１１２は接続ケーブルとデジタルカメラ１００とのコ
ネクタである。操作部７０はユーザーからの各種操作を受け付ける各種スイッチ、ボタン
、タッチパネル等の操作部材より成る操作部である。コントローラーホイール７３は操作
部７０に含まれる回転操作可能な操作部材である。７２は電源スイッチであり、電源オン
、電源オフを切り替える。記録媒体は２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒
体である。記録媒体スロット２０１は記録媒体２００を格納するためのスロットである。
記録媒体スロット２０１に格納された記録媒体２００は、デジタルカメラ１００との通信
が可能となる。蓋２０３は記録媒体スロット２０１の蓋である。
【００１２】
　動画ボタン７４は操作部７０の１つであり、動画の撮影開始及び終了（停止）の指示操
作を受け付けるボタンである。ＦＡボタン７５は操作部７０の１つであり、ＦＡ機能を実
行する指示を受け付けるボタンである。ズームレバー７６は操作部７０の１つであり、シ
ャッターボタン６１を中心として時計回り方向および反時計回り方向に操作可能であり、
操作方向に応じて光学ズームおよび電子ズームでのズームイン／ズームアウトの指示を受
付けるズーム操作部材である。
【００１３】
　バリアングルモニタ部２６は表示部２８が配置された筐体であり、ヒンジ部２７を介し
てデジタルカメラ１００の本体部に回動可能に接続されている。バリアングルモニタ部２
６は、本体部に対して少なくとも以下の位置に移動可能であり、どの位置に位置している
かを後述するシステム制御部５０が検知可能であるものとする。
【００１４】
　表示部２８の表示面が露出するように折りたたまれた図１に示す位置（第１の位置）
　表示部２８の表示面がデジタルカメラ１００の正面（被写体光が入射するレンズが備え
られた面）を向き、撮像される被写体側から表示部２８の表示面を視認可能なように開か
れた対面位置（第２の位置）
　表示部２８の表示面がデジタルカメラ１００の背面側から視認可能なように開かれた開
位置（第３の位置）
　表示部２８の表示面がデジタルカメラ１００の背面に対向し、表示部２８の表示面が見
えないように折りたたまれた閉位置（第４の位置）
【００１５】
　接眼表示部２９は覗き込み型のファインダであり、覗き込むことで内部に設けられたＥ
ＶＦとして機能するディスプレイを視認可能となっている。
【００１６】
　図２は、図１に示したデジタルカメラ１００の構成例を示すブロック図である。
【００１７】
　図２において、１０３はズームレンズ、フォーカスレンズを含む撮影レンズ群、１０１
は絞り機能を備えるシャッター、２２は光学像を電気信号に変換するＣＣＤやＣＭＯＳ素
子等で構成される撮像部である。２３はＡ／Ｄ変換器であり、アナログ信号をデジタル信
号に変換する。Ａ／Ｄ変換器２３は、撮像部２２から出力されるアナログ信号をデジタル
信号に変換するために用いられる。１０２はバリアであり、デジタルカメラ１００の、撮
影レンズ１０３を含む撮像部を覆うことにより、撮影レンズ１０３、シャッター１０１、
撮像部２２を含む撮像系の汚れや破損を防止する。
【００１８】
　２４は画像処理部であり、Ａ／Ｄ変換器２３からのデータ或いはメモリ制御部１５から
のデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像処理部２４では、
撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてシステ
ム制御部５０が制御を行いＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ
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（フラッシュプリ発光）処理を行っている。画像処理部２４では更に、撮像した画像デー
タを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オ
ートホワイトバランス）処理も行っている。
【００１９】
　Ａ／Ｄ変換器２３からの出力データは、画像処理部２４及びメモリ制御部１５を介して
、或いは、メモリ制御部１５を介してメモリ３２に直接書き込まれる。メモリ３２は、撮
像部２２によって得られＡ／Ｄ変換器２３によりデジタルデータに変換された画像データ
や、表示部２８や接眼表示部２９に表示するための画像データを格納する。メモリ３２は
、所定枚数の静止画像や所定時間の動画像および音声を格納するのに十分な記憶容量を備
えている。
【００２０】
　また、メモリ３２は画像表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。１３はＤ／Ａ
変換器であり、メモリ３２に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号に変換し
て表示部２８に供給する。こうして、メモリ３２に書き込まれた表示用の画像データはＤ
／Ａ変換器１３を介して表示部２８や接眼表示部２９により表示される。表示部２８は、
ＬＣＤ等の表示器上に、Ｄ／Ａ変換器１３からのアナログ信号に応じた表示を行う。Ａ／
Ｄ変換器２３によって一度Ａ／Ｄ変換されメモリ３２に蓄積されたデジタル信号をＤ／Ａ
変換器１３においてアナログ変換し、表示部２８に逐次転送して表示することで、電子ビ
ューファインダ（スルー画像表示）として機能する。接眼表示部２９は覗き込み型のファ
インダ内に設けられた表示部であり、表示部２８と同様な表示が可能である。システム制
御部５０は、検出されたバリアングルモニタ部２６の位置に応じて表示部２８に表示を行
うか否か、接眼表示部２９に表示を行うか否かを制御する。例えば、バリアングルモニタ
部が第１の位置である場合は、接眼表示部２９を節電のためＯＦＦとし、表示部２８に対
して表示を行う。また、バリアングルモニタ部２６が第４の位置となると、表示部２８を
節電のためＯＦＦとし、接眼表示部２９をＯＮにして表示を行う。表示部２８と接眼表示
部２９は、ユーザの指示に応じて任意にＯＮ／ＯＦＦを切り替えることも可能である。表
示部２８と接眼表示部２９には同じ表示内容での表示が可能なので、以下、表示部２８で
の表示についてのみ記載するが、接眼表示部２９に対しても同様の表示が可能であるもの
とする。
【００２１】
　４０は絞り機能を備えるシャッター１０１を制御する露光制御手段であり、フラッシュ
４８と連携することによりフラッシュ調光機能も有するものである。
【００２２】
　フォーカス制御手段４２は撮影レンズ１０３に含まれるフォーカスレンズを駆動してフ
ォーカシングを制御する。ズーム制御手段４４は撮影レンズ１０３に含まれるズームレン
ズを駆動してズーミングを制御する。バリア制御手段４６はバリア１０２の動作を制御す
る。
【００２３】
　４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。
【００２４】
　露光制御手段４０、フォーカス制御手段４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、撮
像した画像データを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御
部５０が露光制御手段４０、フォーカス制御手段４２に対して制御を行う。
【００２５】
　不揮発性メモリ５６は、電気的に消去・記録可能なメモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ
等が用いられる。不揮発性メモリ５６には、システム制御部５０の動作用の定数、プログ
ラム等が記憶される。ここでいう、プログラムとは、本実施形態にて後述する各種フロー
チャートを実行するためのプログラムのことである。
【００２６】
　５０はシステム制御部であり、デジタルカメラ１００全体を制御する。前述した不揮発
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性メモリ５６に記録されたプログラムを実行することで、後述する本実施形態の各処理を
実現する。５２はシステムメモリであり、ＲＡＭが用いられる。システムメモリ５２には
、システム制御部５０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ５６から読み出したプログ
ラム等を展開する。また、システム制御部はメモリ３２、Ｄ／Ａ変換器１３、表示部２８
、接眼表示部２９等を制御することにより表示制御も行う。
【００２７】
　システムタイマー５３は各種制御に用いる時間や、内蔵された時計の時間を計測する計
時部である。
【００２８】
　モード切替スイッチ６０、第１シャッタースイッチ６２、第２シャッタースイッチ６４
、操作部７０はシステム制御部５０に各種の動作指示を入力するための操作手段である。
【００２９】
　モード切替スイッチ６０は、システム制御部５０の動作モードを静止画記録モード、動
画記録モード、再生モード等のいずれかに切り替える。第１シャッタースイッチ６２は、
デジタルカメラ１００に設けられたシャッターボタン６１の操作途中、いわゆる半押し（
撮影準備指示）でＯＮとなり第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１を発生する。第１シャッ
タースイッチ信号ＳＷ１により、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理
、ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の撮影準
備動作を開始する。
【００３０】
　第２シャッタースイッチ６４は、シャッターボタン６１の操作完了、いわゆる全押し（
撮影指示）でＯＮとなり、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２を発生する。システム制御
部５０は、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２により、撮像部２２からの信号読み出しか
ら記録媒体２００に画像データを書き込むまでの一連の撮影処理の動作を開始する。
【００３１】
　操作部７０の各操作部材は、表示部２８に表示される種々の機能アイコンを選択操作す
ることなどにより、場面ごとに適宜機能が割り当てられ、各種機能ボタンとして作用する
。機能ボタンとしては、例えば終了ボタン、戻るボタン、画像送りボタン、ジャンプボタ
ン、絞込みボタン、属性変更ボタン等がある。例えば、メニューボタンが押されると各種
の設定可能なメニュー画面が表示部２８に表示される。利用者は、表示部２８に表示され
たメニュー画面と、４方向ボタンやＳＥＴボタンとを用いて直感的に各種設定を行うこと
ができる。
【００３２】
　８０は電源制御部であり、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを
切り替えるスイッチ回路等により構成され、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量の
検出を行う。また、電源制御部８０は、その検出結果及びシステム制御部５０の指示に基
づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体２００を含む
各部へ供給する。
【００３３】
　３０は電源部であり、アルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉ
ＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる。１８はメモリカードやハ
ードディスク等の記録媒体２００とのインターフェースである。記録媒体２００は、メモ
リカード等の記録媒体であり、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される。
【００３４】
　＜撮影モード処理＞
　図３に、実施例１の撮影モード処理のフローチャートを示す。この処理は、不揮発性メ
モリ５６に記録されたプログラムをシステム制御部５０がシステムメモリ５２に展開して
実行することで実現する。デジタルカメラ１００の電源がＯＮで、モードダイヤル６０等
によって撮影モードに切り替えられると撮影待機状態となり、図３の処理を開始する。
【００３５】
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　Ｓ３０１では、スルー画像表示を行う。スルー画像表示は、フレーミングを行うために
、本撮影の前に撮像部２２によって撮像された画像を表示部２８にリアルタイムに逐次表
示するものである。
【００３６】
　Ｓ３０２では、ズームレバー７６が操作されたか否かを判定する。操作されたと判定し
た場合はＳ３０３へ進み、操作されていなければＳ３０５に進む。
【００３７】
　Ｓ３０３では、ズームレバーの操作された方向と操作量に応じて、ズーム制御手段４４
に指示を出してズームレンズを駆動する（光学ズーム）。なお、ズームレンズが広角端に
達している場合に広角側へズームレバーが操作されてもズームレンズは駆動しない。また
、ズームレンズが望遠端に達している場合に望遠側にズームレバーが操作されると、ズー
ムレンズは駆動せず、電子ズームによりズームインする。
【００３８】
　Ｓ３０４では、Ｓ３０３でのズームレンズ駆動（あるいは電子ズーム）の結果である現
在のズーム倍率をシステムメモリ５２に記録する。ズーム倍率とは広角端からのズーム倍
率である。ズーム倍率の変わりにズームレンズのレンズ位置と電子ズーム倍率とを記録し
てもよい。
【００３９】
　Ｓ３０５では、操作部７０の操作などにより設定変更操作があったか否かを判定する。
設定変更操作があったと判定するとＳ３０６へ進み、設定変更操作が無ければＳ３０７に
進む。
【００４０】
　Ｓ３０７では、操作部７０の操作内容に応じて各種設定変更を行う。
【００４１】
　図４に、Ｓ３０６での設定変更の際に表示部２８に表示される画面表示例を示す。図４
は、Ｓ３０５で、操作部７０に含まれるＦｕｎｃボタンが押下されたと判定された場合に
表示される、撮影に関する設定（撮影設定）を変更するための画面である。Ｆｕｎｃボタ
ンが押下される前から表示していたスルー画像４０１に重畳して、Ｆｕｎｃボタンが押下
されると、撮影設定項目アイコン群４０２及び、撮影設定アイコン群４０４、ガイダンス
４０６が表示される。ユーザは、操作部７０に含まれる４方向ボタンを操作することによ
って図４の画面における撮影設定項目アイコン群４０２の中から所望とする撮影設定項目
アイコンを選択する。そして選択した撮影設定項目アイコンが示す項目に対応する撮影設
定アイコン群４０４の中から所望とする撮影設定アイコンを選択することで、選択した撮
影設定アイコンが示す撮影設定に設定することができる。枠４０３は撮影設定項目アイコ
ン群４０２のなかで現在選択されている撮影設定項目アイコンを示す選択枠である。枠４
０５は撮影設定アイコン群４０４の中で現在選択されている撮影設定アイコンを示す選択
枠である。ガイダンス４０６は現在選択されている撮影設定アイコンによって設定される
撮影設定の内容を説明するガイダンス表示である。図４の例では、撮影設定項目アイコン
群４０２に表示されているアイコンは上から、ホワイトバランス調整、色味設定、ブラケ
ット撮影、連写、ストロボ調光設定、測光領域設定、静止画の圧縮率／記録画素数設定、
動画の画像サイズの設定をそれぞれ表している。また、撮影設定アイコン群４０４に表示
されている撮影設定アイコンは、撮影設定項目アイコン群４０２で選択されているホワイ
トバランス調整の項目に含まれるものである。左から、オート、太陽光、曇り、電球、蛍
光灯、蛍光灯Ｈ、ストロボのホワイトバランス設定を示している。ガイダンス４０６には
、撮影設定アイコン群４０４のなかで現在選択されているアイコンによって設定されるホ
ワイトバランスの設定内容（この例ではオート）を説明する文章が表示されている。
【００４２】
　Ｓ３０６では、図４で説明した画面による撮影設定の変更以外にも、Ｓ３０５でメニュ
ーボタンが押下されたと判定されることによって表示されるメニュー画面においても各種
撮影設定が変更可能である。また、Ｓ３０５でストロボ設定ボタン、フォーカス領域（マ
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クロ域、通常域）切り替えボタン、ＩＳＯ感度設定ボタン、フォーカスロックボタン、Ａ
Ｅロックボタンなどが押下されたと判定されたことに応じた設定変更も可能である。
【００４３】
　Ｓ３０７では、ＦＡボタン７５が押下されたか否かを判定する。ＦＡボタン７５が押下
されたと判定するとＳ３０８に進み、ＦＡ処理を行う。ＦＡ処理の詳細については図５を
用いて後述する。ＦＡボタンが押下されていない場合はＳ３０９に進む。
【００４４】
　Ｓ３０９では、シャッターボタン６１が半押しされて第１シャッタースイッチ信号ＳＷ
１が発生したか否かを判定する。第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が発生したと判定し
た場合はＳ３１０へ進み、発生していない場合はＳ３１５へ進む。
【００４５】
　Ｓ３１０では、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オー
トホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の撮影準備動作を開始す
る。
【００４６】
　Ｓ３１１では、シャッターボタン６１が全押しされて第２シャッタースイッチ信号ＳＷ
２が発生したか否かを判定する。発生した場合はＳ３１３へ進み、発生していない場合は
Ｓ３１２に進む。
【００４７】
　Ｓ３１２では、シャッターボタン６１が半押しされて第１シャッタースイッチ信号ＳＷ
１がＯＮとなったままであるか否かを判定する。ＯＮとなっていればＳ３１１に戻り、撮
影準備動作によって確定したＡＦやＡＥをロックしたままシャッターボタン６１が全押し
されるか離されるのを待つ。ＯＮとなってない場合Ｓ３０９へ戻る。
【００４８】
　Ｓ３１３では、シャッターボタン６１の全押しに応答して、撮像部２２からの信号読み
出しから記録媒体２００に画像データを書き込むまでの一連の静止画撮影処理の動作を行
う（本撮影処理）。
【００４９】
　Ｓ３１４では、Ｓ３１３で撮影された画像を所定時間（数秒）表示するレビュー表示（
レックレビュー）を行う。レビュー表示はシャッターボタン６１の半押し操作を終了する
か、所定時間で自動的に終了する。
【００５０】
　Ｓ３１５では、動画ボタン７４が押下されたか否かを判定する。動画ボタン７４が押下
されたと判定した場合はＳ３１６へ進み、押下されていない場合はＳ３２６へ進む。
【００５１】
　Ｓ３１６では、撮像部２２からの信号読み出しから記録媒体２００に動画像として画像
データを書き込むまでの一連の動画撮影処理（動画記録）の動作を行う。
【００５２】
　Ｓ３１７では、ズームレバー７６が操作されたか否かを判定する。この処理と、続くＳ
３１８、Ｓ３１９の処理は、前述したＳ３０２～Ｓ３０４の処理と同様なので説明を省略
する。ただし、動画撮影中のため、ズームレンズの駆動速度は撮影待機中のＳ３０３より
も遅くし、記録されている動画の品位を損なわないようにする。
【００５３】
　Ｓ３２０では、設定変更操作が行われたか否かを判定する。設定変更操作が行われたと
判定するとＳ３２１に進んで操作に応じて設定変更を行い、設定変更操作が行われていな
いと判定するとＳ３２２に進む。ここで設定変更の操作を受付可能な設定項目は、動画の
撮影中であるため、前述した撮影待機中のＳ３０５、Ｓ３０６で変更可能な項目より少な
い。ここで変更可能な撮影設定は、例えば、マニュアルフォーカス、露出設定、フォーカ
スロックがある。
【００５４】
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　Ｓ３２２では、ＦＡボタン７５が押下されたか否かを判定する。押下されたと判定する
とＳ３２３に進み、ＦＡ処理を行う。ＦＡ処理の詳細については図５を用いて後述する。
ＦＡボタン７５が押下されていない場合はＳ３２４へ進む。
【００５５】
　Ｓ３２４では、動画ボタン７４が押下されたか否かを判定する。動画ボタン７４が押下
された場合はＳ３２５に進み、動画撮影を停止（終了）し、動画ボタン７４が押下されて
いない場合はＳ３１６へ進み、動画撮影を継続する。
【００５６】
　Ｓ３２６では、撮影モード処理を終了するか否かを判定する。電源スイッチ７２に対す
る電源をＯＦＦとする操作や、再生モードなどの他モードへ移行する操作、何の操作もさ
れないまま所定時間が経過した場合に節電のために電源を切るオートパワーオフの実行な
どがある場合は撮影モード処理を終了すると判定する。撮影モード処理を終了しないと判
定した場合はＳ３０１に戻って処理を繰り返し、終了すると判定した場合は撮影モード処
理を終了する。
【００５７】
　＜ＦＡ処理＞
　図５は、前述した図３のＳ３０８、Ｓ３２３のＦＡ処理の詳細を示すフローチャートで
ある。この処理は、不揮発性メモリ５６に記録されたプログラムをシステム制御部５０が
システムメモリ５２に展開して実行することで実現する。ＦＡ処理は、図３で説明したと
おり、撮影モードにおける撮影待機中あるいは動画撮影中にＦＡボタン７５が操作される
と開始する。
【００５８】
　Ｓ５００では、現在のズーム倍率（あるいはズーム位置）が広角端であるか否かを判定
する。広角端である場合はこれ以上ズームアウトすることができず、ＦＡ機能が実行でき
ないのでＦＡ処理を終了する。すなわち、広角端の場合にＦＡボタン７５が押下されても
ＦＡ機能は発動しない。広角端でないと判定した場合には、Ｓ５０２に進む。
【００５９】
　ここで、図６（ａ）に、ＦＡボタン７５が押下される前の撮影待機中あるいは動画撮影
中にズーム位置が広角端でなかった場合（ズームインしていた場合）の表示部２８での表
示例を示す。すなわち、Ｓ５００でＮｏと判定された場合に表示されていた画面表示例で
ある。スルー画像４０１は光学ズームして撮影されているスルー画像である。アイコン６
０２は現在設定されている撮影モードがプログラムＡＥモードであることを表すアイコン
である。アイコン６０３は現在のストロボ設定が強制発光になっていることを表すアイコ
ンである。アイコン６０４は現在のＩＳＯ感度設定がＡＵＴＯになっていることを表すア
イコンである。数値６０５は現在設定されている露出補正値がプラスマイナス０に設定さ
れていることを表している。数値６０６は静止画の残り撮影可能枚数を表している。アイ
コン６０２～６０４、数値６０５、６０６は、スルー画像４０１に重畳して表示される。
このように、表示部２８にはデジタルカメラ１００に設定されている撮影に関する情報（
現在の撮影設定を含む）が文字やアイコンなどで表示されている（以下、撮影情報と称す
る）。
【００６０】
　Ｓ５０１では、システムメモリ５２に、現在のズーム倍率を、ＦＡ処理前のズーム倍率
（第１の位置）として記録する（記録制御）。これは、前述したＳ３０４、Ｓ３１９とは
別途に記録するものであり、後述するＳ５０９でのズームアウトが行われても、記録を保
持しておくことで、その後ズーム倍率を元に戻す際に参照するためのものである。なお、
ＦＡ処理前のズーム位置がわかるものであれば、ズーム倍率ではなく、スームレンズの位
置を記録してもよい。
【００６１】
　Ｓ５０２では、現在のズーム位置から広角端までズームアウトした場合のズームアウト
倍率が、ＦＡズームアウト倍率より小さいか否かを判定する。これは、システムメモリ５



(13) JP 6141489 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

２に記憶している現在のズーム倍率と、ＦＡ機能でズームアウトする量として予め定めら
れて不揮発性メモリ５６に記憶されているＦＡズーム倍率とに基づいて行われる。ＦＡズ
ームアウト倍率より小さいと判定した場合はＳ５０３に進み、小さくないと判定した場合
はＳ５０４へ進む。小さい場合とはすなわち、現在のズーム位置から広角端までズームア
ウトするのに必要なズームアウト量が、ＦＡズームアウト倍率が示すズームアウト量より
少ない場合であり、ＦＡズームアウト倍率分をズームアウトする前に広角端に達する場合
である。したがってＳ５０３に進み、ＦＡズームアウト倍率を変更して、広角端までのズ
ームアウト倍率に変更する。
【００６２】
　Ｓ５０４ではそれまで表示部２８に表示されていた、撮影情報を非表示にする。このと
きの表示例を図６（ｂ）に示す。表示部２８にはスルー画像４０１のみが表示され、図６
（ａ）で表示していた他の情報は非表示となっている。
【００６３】
　Ｓ５０５では、押下されていたＦＡボタン７５が離されたか否か（すなわち、ＦＡ機能
の実行の終了指示があったか否か）を判定する。離されたと判定した場合はＳ５０６に進
み、離されていない場合はＳ５０８に進む。
【００６４】
　Ｓ５０６では、ＦＡ処理によって行われていた一時的なズームアウト（後述するＳ５０
９により行われるズームアウト）を解除し、ＦＡ処理を開始する直前のズーム倍率（シス
テムメモリ５２にＳ５０１で記録したズーム倍率）とするように、ズームを制御する。Ｓ
５０１で記録したＦＡ処理前のズーム倍率が電子ズーム領域を示す倍率であった場合は電
子ズームによるズーム制御も行う。この制御はズームインとなる。Ｓ５０７では、Ｓ５０
４で非表示としていた撮影情報を再度表示し、図６（ａ）に示したような表示状態に復帰
してＦＡ処理を終了する。
【００６５】
　Ｓ５０８では、ＦＡズームアウト倍率分のズームアウトを完了したか否かを判定する。
完了していなければＳ５０９へ進み、ズームレンズを駆動したズームアウトを行う、ある
いは、それまで電子ズームによるズームインを行っていた場合は電子ズームでのズームア
ウトを行い、Ｓ５０５へ処理を戻す。Ｓ５０８でＦＡズームアウト倍率分のズームアウト
が完了したと判定するとＳ５１０へ進む。ズームアウトが完了した時点でのズーム位置を
第２の位置と称する。
【００６６】
　Ｓ５１０では、シャッターボタン６１が半押しされて第１シャッタースイッチ信号ＳＷ
１が発生したか否かを判定する。第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が発生したと判定し
た場合はＳ５１１に進み、Ｓ５０１でシステムメモリ５２に記憶された、ＦＡボタン７５
の押下前のズーム倍率をクリアー（消去）する。そして、Ｓ５０４で非表示としていた撮
影情報を再度表示し、図３のＳ３１０に進んで撮像準備動作を開始する。このように、Ｆ
Ａ処理中にシャッターボタン６１が半押しされると、ＦＡボタン押下前の画角ではなく、
現時点での画角での静止画撮影をユーザが所望しているとみなし、一時的なズームアウト
によるズーム位置を変更することなくＦＡ処理を終了する。すなわち、この場合はＦＡ機
能の開始前のズーム位置に復帰させない。
【００６７】
　Ｓ５１２では、動画ボタン７４が押下されたか否かを判定する。動画ボタン７４が押下
されたと判定するとＳ５１３に進み、押下されていない場合はＳ５１５へ進む。Ｓ５１３
では、Ｓ５０１でシステムメモリ５２に記憶された、ＦＡボタン７５の押下前のズーム倍
率をクリア（消去）してＳ５１４へ進む。Ｓ５１４では、現在動画撮影中であるか否かを
判定し、動画撮影中でなければ図３のＳ３１６へ進み動画の撮影を開始し、動画撮影中で
あれば図３のＳ３２５へ進み、Ｓ５０４で非表示としていた撮影情報を再度表示して動画
の撮影を終了する。ここでも、動画ボタン７４が押下された場合は、ＦＡボタン押下前の
画角ではなく、現時点での画角での動画撮影の開始あるいは終了をユーザが所望している
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とみなし、一時的なズームアウトによるズーム位置を変更することなくＦＡ処理を終了す
る。
【００６８】
　Ｓ５１５では、現在動画撮影中であるか否かを判定する。動画撮影中であると判定した
場合はＳ５０５へ戻り、処理を繰り返す。すなわち、動画撮影中のＦＡ処理ではＳ５１６
以下で後述するＦＡボタン押下前の画角に相当する範囲への枠表示を行わない。これは、
動画撮影中に枠表示が行われてしまうと、枠自体も動画の一部として記録されてしまって
いるのではないかとユーザが誤認識することを防止するためである。また、撮影中の動画
の確認を妨げないようにするためである。Ｓ５１５で動画撮影中であると判定した場合は
Ｓ５１６へ進む。
【００６９】
　Ｓ５１６では、ＦＡボタン７５の押下前の画角に相当する範囲の枠を表示済みであるか
否かを判定し、表示済みでない場合はＳ５１７へ進み、この枠を表示するための処理を行
い、表示済みである場合はＳ５１９へ進む。
【００７０】
　Ｓ５１７では、システムメモリ５２に記憶したＦＡボタン７５押下前のズーム倍率と、
ＦＡボタン７５の押下による一時的なズームアウト中である現時点でのズーム倍率から、
現時点の画角に対するＦＡボタン７５の押下前の時点での画角の比率を求める。そして求
めた比率と表示部２８の大きさ（縦横の長さ）から、表示部２８に表示する枠の大きさを
求め、Ｓ５１８へ進む。Ｓ５１８ではＳ５１７で求めた大きさの枠６０７を表示部２８へ
表示する。この枠６０７はＦＡボタン７５の押下前の画角に相当する範囲を示すものであ
る。この時の表示例については、図６（ｃ）を用いて後述する。
【００７１】
　Ｓ５１９では、操作部７０の操作などにより設定変更操作があったか否かを判定する。
設定変更操作があったと判定するとＳ５２０へ進み、設定変更操作が無ければＳ５０５に
進む。Ｓ５２０では、設定変更操作があったものの、設定変更は行わず、なんの処理も行
わない（反応しない）。なお、Ｓ５１９の判定ステップを設けず、Ｓ５１８からＳ５０５
へ進む構成としても同義である。すなわち、本実施の形態では、ＦＡ処理によって一時的
にズームアウトしている際は、設定変更操作を受け付けない構成とし、図３のＳ３０７で
設定変更可能であると説明した各撮影設定項目についての設定変更を禁止している。この
ようにすることで、ズーム位置を実際に撮影する画角と異なる位置としてスルー画像表示
を行うＦＡ処理中に撮影設定の変更がされてしまい、ユーザが意図しない画像が撮影され
てしまうといったことを防いでいる。なお、以下の操作は禁止対象ではなく、この時点で
も受け付けるものとする。電源スイッチ７２による電源をＯＦＦとする操作、モードダイ
ヤル６０による他の撮影モードへ切り替える操作、操作部７０に含まれる再生ボタンの押
下による再生モードへ切り替える操作、バリアングルモニタ部２６の移動による表示先の
切り替え。
【００７２】
　図６（ｃ）に図５のＳ５１８での表示部２８への表示例を示す。枠６０７は、ＦＡボタ
ン７５の押下によって一時的にズームアウトした画角で撮影されているスルー画像６０１
に対し、ＦＡボタン７５の押下前の画角に相当する範囲を示したものである。これによっ
てユーザは、ＦＡボタン７５を押下する前の撮影範囲が、より広い範囲のうちのどのあた
りであるか、どれぐらい拡大されたものであるかを知ることができる。このＦＡ機能を用
いれば、以下のようなことが可能となる。例えば、ズームインして特定の動く被写体（図
６の車など）に注目して撮影をしている場合に、動く被写体が撮影範囲外にまで移動して
見失ってしまった場合に、ＦＡボタン７５を押下してズームアウトして周りをみることで
容易に発見することができる。そしてデジタルカメラ１００を動かしてスルー画像中の被
写体を枠６０７内に入れ、ＦＡボタン７５を離すことで、元のズーム倍率の撮影範囲内に
、注目している被写体を簡単に、かつ確実に収めることができる。
【００７３】
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　なお、この際、Ｓ５０４で撮影情報を非表示にしているのは以下の理由による。
【００７４】
　第１に、一時的にズームアウトするためのＦＡボタン７５の押下は、ＦＡボタン７５を
押下する前の撮影範囲より外側、すなわち図６（ｃ）におけるスルー画像６０１のうち、
枠６０７より外側の画面周縁部を確認したいというユーザの意図によって行われる。この
際、情報表示が画面周縁部に表示されていたのでは、スルー画像６０１のうち画面周縁部
分の視認の妨げとなる。したがってＦＡ処理中は、スルー画像の画面周縁部分の視認の妨
げとならないよう、画面周縁部に表示されていた撮影情報は消去している。
【００７５】
　第２に、ＦＡ処理中（一時的なズームアウト中）に表示される枠６０７は、他の動作モ
ード時に表示されるフォーカス調整用の枠、合焦した範囲を示す合焦枠、顔検出により検
出された顔の範囲を示す顔枠などの他の意味を持つ枠とユーザに混同される可能性がある
。このような混同をユーザに与えないために、ＦＡ処理中は撮影情報を非表示とすること
で、ＦＡ処理中であることを確実に識別させ、枠６０７の持つ意味が、通常動作モード時
に表示される枠とは違うことを直感的に理解できるようにしている。枠６０７の色や太さ
、線種などの表示形態を、フォーカス調整用の枠、合焦枠、顔枠などと異なるようにすれ
ばなお良い。
【００７６】
　なお、Ｓ５０４で撮影情報を非表示にしている上記第１、第２の理由に対しては、撮影
情報を非表示としなくとも、半透過にする（ＦＡボタン７５の押下前よりも透過率を大き
くする）ことでも効果があるので、そのようにしてもよい。また、撮影情報を非表示とし
ている間でも、撮影可否に関わる警告は表示される。例えば、電池残量が残り少なくなっ
た際に表示するＬＯＷＢＡＴの警告表示、記録媒体２００が装着されていない際に表示さ
れる警告、記録媒体２００が書き込み禁止になっている際の警告、記録媒体２００の残り
記録可能容量に関する警告がある。さらに、動画を録画している最中であることを示す録
画アイコン、自動的にシーン判別し、その結果を表示するオートシーン判別モードのアイ
コンも表示される。
【００７７】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、ＦＡ処理によって一時的にズームアウト
している際は、撮影設定の設定変更を禁止している。これによって、ＦＡ処理を解除して
ズーム位置をもとに戻した際に、ユーザが意図しない設定で撮影されることを防ぐことが
できる。
【００７８】
　なお、前述した例では、Ｓ５２０では図３のＳ３０７で設定変更可能であると説明した
各項目についての設定変更を禁止する例を説明したが、設定内容によっては設定変更を受
け付けるようにしてもよい。設定変更を受け付けてもよい設定項目としては、ＦＡ処理で
のズームアウト（ズーム位置の変更）に基づく光学特性の変化に影響を受けない設定項目
がある。例えば、連写と単写の切り替え設定、画質（画像データの圧縮率）、画像サイズ
、セルフタイマーのＯＮ／ＯＦＦおよびＯＮの際の秒数と枚数、撮影される画像に対する
日付映しこみのＯＮ／ＯＦＦ，目つぶり検出と警告のＯＮ／ＯＦＦなどがある。これらの
設定項目は、ズーム位置に関わらず設定を可能としても支障はない。一方、ホワイトバラ
ンス（ＷＢ）調整、マニュアルＷＢ用の白取り込み、露出に関する設定（シャッタースピ
ード、絞り値、露出補正、ＡＥロック、測光方式）、ＩＳＯ感度、フォーカスに関する設
定などの設定変更は受け受けない。フォーカスに関する設定にはフォーカス調整範囲の設
定、フォーカスロック、ＡＦ方式が含まれる。これらはＦＡ処理でのズームアウトに基づ
く光学特性の変化に影響を受ける項目であり、Ｓ５２０でスルー画像６０１を見ながら調
整しても、一時的なズームアウトを解除したＦＡ処理終了後に撮影される画像にとって適
切な調整とはならない可能性が高いためである。
【００７９】
　また、前述したＦＡボタン７５を押下している最中であるＦＡ処理中に、操作部７０を
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押下することによって、スルー画像確認用の露出（ＳＷ２による本撮影に用いられる露出
とは異なる）を以下のうち少なくともひとつに切り替えられるようにしてもよい。
【００８０】
　・ＦＡボタン７５の押下前の露出値
　・ＦＡボタン７５の押下によるズームアウト後に撮像されている画像全体にあわせた露
出値（現在撮像されている画像全体に合わせた露出値）。枠６０７の外側でも白とびや黒
潰れすることなく視認しやすくすることができる。
【００８１】
　・枠６０７の内側に合わせた露出値（ズーム位置をＦＡボタン７５の押下前の位置とし
た場合の撮影範囲に合わせた露出値）。ＦＡボタンを離した後のシャッターボタンの操作
で撮影される範囲が、本撮影時に近い明るさで視認しやすくなる。
【００８２】
　なお、システム制御部５０の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハー
ドウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
【００８３】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【００８４】
　また、上述した実施形態においては、本発明をデジタルカメラに適用した場合を例にし
て説明したが、これはこの例に限定されず、カメラ機能を有する装置であれば適用可能で
ある。すなわち、本発明は、デジタル一眼レフカメラやデジタルビデオカメラ、撮像機能
を備えたパーソナルコンピュータやＰＤＡ、カメラ付き携帯電話端末やカメラ付音楽プレ
ーヤー、カメラ付きゲーム機、カメラ付き電子ブックリーダーなどに適用可能である。
【００８５】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭ
ＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラ
ム、及び該プログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。
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